
  
本日、林市長が、門山 法務大臣政務官へ 

提案・要望を行いました 
 

本日（11 月 12 日）、林市長が、門山
かどやま

 宏
ひろ

哲
あき

 法務大臣政務官に対して、国の制度及び予算に関する

提案・要望を行いましたので、お知らせします。 

 

１ 日時・提案先・提案内容 

※今回の提案・要望内容に関連して、九都県市首脳会議を代表して「外国人材の受入れ・共生に向けた環境

整備について」の提言書を、併せてお渡ししました。 

 

２ 提案・要望の様子  ※写真データを希望される場合は、お問合せ先までご連絡ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（門山 宏哲 法務大臣政務官） 

３ 林 市長コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 提案・要望先  主な提案・要望内容 

15 時 30 分 

～15時 45分 

法務省 

門山
かどやま

 宏
ひろ

哲
あき

 

法務大臣政務官 

・ 外国人材の受入れ・共生のための環境整備 

お問合せ先 

政策局大都市制度推進課地方分権担当課長  瀧澤 朋之  Tel 045-671-2109 

平成 30 年 11 月 12 日 
政 策 局 
大 都 市 制 度 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

門山 法務大臣政務官からは、「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策を取りまとめ

る中で、提案の趣旨を踏まえて対応していきたい」というコメントをいただきました。 

外国人との共生社会の実現は、横浜ひいては日本が持続的な成長・発展をしていく上で、 

国と地方自治体が共有すべき課題です。国には、在住外国人が地域で暮らしていく上で、地方

自治体が行う生活支援に対して、必要な財政措置を講じていただきたいと思います。横浜市と

しても、外国人の受入環境整備をしっかりと進め、海外の皆様や企業から選ばれる都市を 

目指していきます。 

 


